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200年以上前に水の電気分解が報告されて以来、液体と固体の界面
で起こる電気化学反応に関する基礎及び応用研究が行われてきた。界
面では厚さ1 nmの電気二重層が形成され、大きな電位差を利用して電
気化学反応が進行する。近年は様々な電気化学デバイスの開発が急
務となっており、性能を決定する界面の詳細を原子・分子スケールで評
価できる計測手法の開発が望まれている。しかしながら、電気二重層界
面はあまりにも複雑で微視的な検証は容易ではない。講演では、電気
化学の基本的な考え方について概観した後、我々が行ってきた分子、電
気、探針、光を駆使した界面の研究について紹介したい。

電気化学界面の微視的理解に向けて:
電流-電圧曲線の基礎から先端計測まで

探針を用いた研究
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